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ミニマリスト マキシマリスト

空間に対する意識

ものに対する意識

節約型 (小さな空間に合わせたミニマムな暮らし )

無駄のない収納

断捨離：捨てることの快感

アート

プロダクト

アート

ものに対する愛着がある

趣味のものを集める

何もない空間が好き：機械化・情報化を駆使

整理・片付けができない人プレッパー：経済危機や災害に備える

A-1

A-3

B-1

B-2 B-3

A-2

①SNS を用いた実態調査

②モノの置かれ方

・ミニマリストとマキシマリストの関係性

・感覚の変化
モノの量 時間軸 空間と領域感 視覚的な情報と感覚

・「データで収納」
視覚情報でなくて良
い

データ量としては莫大な量
を持っているかもしれない
が、それらは可視化されな
い

・「見えない収納」
モノとして可視化
スッキリ収納させる

ミニマリストにとっての厳
選された持ち物であり、マ
キシマリストにとっては大
事な持ち物である領域

・「見える収納」
モノとして可視化

常に好きなモノに囲まれて
いる意識がある
ミニマリストの多くは好ま
ないが、マキシマリストに
とっては大事な空間要素

・「大切にしたい時間軸
　が現在にある」

・「ある時点のみに対し
　て最適化された事柄
　が、住み手の生活を
　先導する」

＝計画的で建築的な
　思考

・モノの置かれない生活
　空間と、ナンド空間（物
　置や水回り ) が明確に意
　識され対比される

・無駄を排除した空間、
　整然とした空間

・余白は開放的な空間を
　生む

・壁や窓、天井高などが
　大きく空間性を左右する

・モノの置かれない空
間であっても、通路の
ような空間だと狭く感
じる。
ある程度の広さと、開
放感が必要となる。
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・通路のような空間に
棚やモノが多くあるこ
とに違和感を感じにく
い。また、狭い空間に
滞在することに苦手意
識を持たない。

・計画により付加されるモ
ノと、自分の手により付け
足されるモノ、道具、　あ
らゆる雑多なモノが優劣無
くならぶ

・空間とモノの結びつきは
一時的な現象であり、消去
できる性格をもっている

・仕上げや造作、構造（建
築と家具）などのあらゆる
区別がなくなってゆく

・「大切にしたい時間軸
　が現在だけでなく過
　去、未来にもある」

・現在進行形で空間を
　捉えていく

・今までの時間やこれ
　からの時間がバラバ
　ラに並列された状態
　となる

＝生きられた家に見ら
れる経験的思考
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サイズ
大きい /小さい

質量
重い /軽い

素材
布 /金属 /

ガラス /紙 / 木 , 等

カタチ
細長い /丸い /
四角い /薄い , 等

どこに（置く場所）

置く

引っかける

ぶら下げる

立て掛ける

積まれる

きれいに並べて

ランダムに

建築にあるもの

壁 /床 / 天井 / 扉 /
手すり /段差

後から付くもの

棚 /テーブル /椅子 /
箱や収納 BOX

棒や板などが付け足され
家具化するもの

何を（モノの特徴） どのように どうする

・壁を介した表と裏

壁 棚

ランダムにモノが
置かれる

部屋の一角を自分好
みにコーディネート

カテゴライズされて
モノが置かれる

棚→趣味のモノ
壁→絵
棒→服

モノの量は同じで
も、綺麗に並ぶも
のとランダムに配
置されるものでは
視覚的な印象が変
わる。

モノの種類だけで
はなく色による分
類でも同じような
効果が得られる。

調査資料

2. 多様化した所有形態に関する調査

１. シェアハウスとモノ

従来のシェアハウス

個人の空間

共有空間

人の移動

新しいシェアハウス

モノの所有の概念を
取り入れる

個人の空間

モノの多い
空間

人の移動

モノの少ない
空間

対照的な関係性であるというイメージ 共存し合う関係性であるという気づき



(1) 壁と窓

箱型空間と通路空間の関係性設計手法モノの手がかり

(2) レベル差

箱型空間と通路空間で 600 ㎜のレベル差を設ける

壁の厚さと窓の入り方ででモノの置かれ
やすさや空間性が変化する

空間と窓のレイヤー
窓の大きさと採光、景色の関係

箱 通

箱
通

箱
通

箱
通

箱 通 外

箱 通 外
箱 通

通路空間のモノヒトポケット

行き止まりポケット 壁の凸凹ポケット 階段下ポケット

個室性を確保する空間 動線を含む半個室空間 パブリックな機能空間

空間と機能 ( 行為 ) の関係性箱形空間の役割

設計の構成

入れ子箱形 通路状 窓で繋げる

(3) 階段の拡張

手摺の機能 各部寸法の拡大 横に延長 下に延長

箱 通 箱 通(4) 扉の開閉
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